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201６年２月 25 日 

12 月１３日 第 12 回研修会 アンケート集計 

 

 

１．回収率  64％ 

 

２．関係者の内訳（提出者） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．満足度 

 全ての提出者が、「参考になった」との回答でした。高い満足度が得られました。 
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【「参考になった」理由】 

 

（学校関係者） 

 

・PECS の実践方法を細かく教えていただいたため。 

・実際の場面をたくさん見させていただきました。いろいろな立場の方と話ができました。 

・具体的なプロンプトのタイミングなど、とても細やかなところ（ポイント）を動画で見ることができ

て良かったです。 

・実践を聞かせていただき、またいろいろな話を聞かせていただき、参考になりました。 

・子どもの要求に対して応答する時のことばかけがビデオでよくわかりました。 

・フェイズ 1 から 4 までのプロセスを見ることができ、良かったです。 

・フェイズ 1 から 4 までの進め方が具体的にわかりました。 

・たくさんの事例をお聞きすることができたことです。 

・事例を挙げて具体的な自薦方法について説明していただけたので、わかりやすくて良かったです。 

 

（福祉関係者） 

 

 ・デイサービスでもとりくみたいです。 

 ・放課後等デイサービス職員として、視覚的カードを利用していますが、プラスαの参考になりました。 

 

（保護者） 

 

 ・何も知らなかったのですごく勉強になりました。いろいろな動画を見せていただき、何か希望が見え

ました。 

 ・学校での PECS のとりくみを知ることができました。グループ討議で自分の疑問に対するアイディア

をいただけました。門先生の発表で将来に少し光が見えました。 

 ・PECS は何も知識はなかったのですが、本日だけでもとても勉強になりました。 

 ・映像で見ることができ、参考になりました。 

 ・門先生の発表は、フェイズ 1 から 3 まで一挙に見れ、圧巻でした。 

 ・具体的な話が聞けて、大変参考になりました。 

 ・少しでも子どもに使えるかなと思いました。 

 

（その他） 

 

 ・カードを使用し、コミュニケーションが取れることを知ることができたことです。 
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４．研修会に参加しやすい時期 

 8 月が圧倒的に多かったです。その前後の月の希望も多かったのです。 

 年度初めや年度末は、参加しにくいようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．研修会に参加しやすい場所 

 毎回のアンケートと同様の結果です。津、四日市方面が参加しやすいようです。 
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６．希望する研修内容 

 「自閉症スペクトラム」や「発達障がい」に関するニーズが予想以上に多かったです。 

PECS 研究会なので、「コミュニケーション」や「ABA」 を学習しながら、「障がい」に関する勉強も 

計画していけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．その他 

・たくさんの方々が、障がいのある子どもたちのために支援、活動に取り組んでいただいていることを 

知り、本当にありがたいと思いました。 

・次回も参加したいと思います。 

・とても勉強になりました。 

 

 

 

８．所見 

  実践報告は、具体的で参加者の皆さんに参考になったようです。動画をたくさん使った発表もとても 

良かったようです。 

  特にフェイズの段階を追って動画を見ていったのは、とても参考になったようです。フェイズの段階 

を持った事例を数回に分けて計画するのも参加者のニーズに沿うかもしれません。 

  案内に「参加者の声（アンケート）や満足度」も掲載すると、大きな宣伝になるかもしれないと思い 

ました。 
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